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古
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白
河
院
話
群
と
『
今
鏡
』

生
　
井

真
　
理
　
子

※
本
稿
で
は
『
古
事
談
』
第
Ｘ
巻
第
ｙ
話
を
Ｘ
・
ｙ
と
簡
略
に
表
示
し
、

説
話
番
号
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
基
づ
く
こ
と
と
す
る
。

、
は
じ
め
に

白
河
院
と
い
え
ば
、
歴
史
家
が
必
ず
触
れ
る
の
は
、
院
政
・
専
制
君
主
・
院

の
近
臣
・
摂
関
家
の
弱
体
化
・
武
士
の
登
用
・
造
寺
造
仏
仏
事
の
量
産
・
殺
生

禁
断
の
制
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
白
河
院
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

『
古
事
談
』
所
収
の
説
話
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
例
を
挙
げ
て
み

る
と
、
法
勝
寺
で
金
泥
一
切
経
を
供
養
し
よ
う
と
し
て
「
甚
雨
」
の
た
め
に
延

引
す
る
こ
と
三
ケ
度
、
つ
い
に
供
養
を
決
行
し
た
日
に
も
雨
が
降
り
、
「
因
之

有
逆
鱗
。
雨
ヲ
物
二
請
入
テ
。
被
置
獄
舎
云
々
」
と
い
う
一
・
７
４
。
史
実
で
は
、

三
度
目
の
最
終
的
な
金
泥
一
切
経
の
供
養
の
日
は
晴
天
、
二
度
目
の
延
引
で
白
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古
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河
院
は
嘆
息
し
た
と
い
う
か
ら
虚
構
に
な
る
が
、
い
か
に
も
白
河
院
と
い
う
型

破
り
で
気
性
の
激
し
い
専
制
君
主
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
鮮
や
か
に
残
す
逸
品
で

あ
る
。

　
ま
た
、
殺
生
禁
断
の
制
を
守
ら
ず
鷹
を
飼
っ
て
い
る
、
平
忠
盛
の
家
人
加
藤

大
夫
成
家
を
白
河
院
が
召
し
出
し
て
尋
問
し
た
一
・
８
１
。
成
家
の
弁
明
は
一
」
う

で
あ
る
。
祇
園
女
御
の
食
事
に
新
鮮
な
鳥
肉
を
出
す
た
め
に
鷹
狩
り
は
や
め
ら

れ
な
い
。
も
し
こ
れ
を
怠
れ
ば
、
源
氏
平
氏
の
武
家
の
習
い
と
し
て
首
を
切
ら

れ
る
。
そ
れ
な
ら
、
院
の
勅
勘
を
被
っ
て
禁
獄
流
罪
に
な
っ
た
方
が
命
は
助
か

る
の
で
喜
ん
で
参
上
し
た
と
。
言
葉
に
窮
し
た
白
河
院
、
命
じ
て
日
く
「
サ
ル

白
物
ヲ
バ
可
追
放
」
。
祇
園
女
御
は
白
河
院
晩
年
の
寵
妃
で
あ
り
、
そ
の
後
見
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を
務
め
て
い
た
平
忠
盛
は
寵
臣
で
あ
る
。
殺
生
禁
断
の
制
を
守
ら
な
か
っ
た
の

が
こ
の
二
人
だ
っ
た
と
は
強
烈
な
皮
肉
で
あ
っ
て
、
『
今
鏡
』
の
、
魚
鳥
の
類

は
「
神
の
御
厨
屋
ば
か
り
ぞ
許
さ
れ
て
、
形
の
よ
う
に
供
へ
て
、
そ
の
外
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

殿
上
の
台
盤
な
ど
も
、
六
斎
に
か
は
る
こ
と
な
か
り
け
り
」
と
い
う
記
述
な
ど

吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
殺
生
を
業
と
す
る
武
士
の
生
々
し
い
現
実

と
、
そ
の
武
士
を
近
臣
と
し
て
登
用
す
る
白
河
院
の
白
己
矛
盾
を
痛
烈
に
暴
く

風
刺
と
な
っ
て
い
よ
う
。

　
こ
う
い
っ
た
白
河
院
の
個
性
と
時
代
を
よ
く
捕
ま
え
た
話
題
の
選
択
眼
の
確

か
さ
は
、
『
古
事
談
』
編
者
の
歴
史
を
語
る
姿
勢
の
評
価
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。

白
河
院
を
主
と
し
た
話
群
は
第
一
「
王
道
后
宮
」
に
あ
り
、
こ
の
巻
は
歴
代
の

天
皇
の
順
に
話
が
並
べ
ら
れ
て
皇
帝
年
代
記
に
も
似
た
配
列
方
法
に
な
っ
て
い

る
。
先
述
の
「
雨
水
の
禁
獄
」
の
一
・
７
４
や
「
殺
生
禁
断
」
の
一
・
８
１
も
こ
こ

に
あ
る
。
だ
が
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
が
「
白
河
天
皇
御
代
抄
記
」
と
題
し

た
、
白
河
天
皇
即
位
か
ら
師
実
の
関
白
拝
任
ま
で
の
抜
粋
記
事
で
あ
る
一
・
７
３

な
ど
は
、
何
を
目
的
と
し
て
抄
出
さ
れ
、
何
を
い
わ
ん
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
の

か
、
一
瞬
と
ま
ど
う
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
『
古
事
談
』
編
者
の
造
り
あ
げ
た

世
界
を
読
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
い
っ
た
難
物
の
処
理
が
課
題
と
な
っ
て
く

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
古
事
談
』
に
は
『
古
事
談
』
編
者
の
も
の
さ
し
が
あ

り
、
歴
史
を
語
る
に
も
編
者
の
計
算
さ
れ
た
も
く
ろ
み
が
確
実
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
第
一
「
王
道
后
宮
」
の
巻
の
白
河
院
話
群

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
『
古
事
談
』

読
解
の
一

二
、
顕
房
流
村
上
源
氏

　
　
　
二

つ
の
足
が
か
り
と
し
た
い
。

　
白
河
院
の
人
物
と
時
代
を
語
る
の
は
、
『
古
事
談
』
で
は
一
・
７
２
か
ら
始
ま

る
。
白
河
院
話
群
を
一
応
僻
鰍
し
て
み
る
と
、
最
初
に
白
河
院
の
少
年
時
代
を

語
る
一
・
７
２
。
次
に
、
白
河
天
皇
即
位
か
ら
師
実
の
関
白
拝
任
ま
で
の
抜
粋
記

事
で
あ
る
一
・
７
３
。
そ
の
次
に
法
勝
寺
の
一
切
経
共
養
の
逸
話
、
そ
の
後
は
顕

季
を
筆
頭
に
白
河
院
の
近
臣
や
外
戚
臣
が
次
々
と
登
場
、
一
・
８
２
で
は
堀
河
天

皇
の
代
の
話
と
し
て
白
河
院
が
登
場
し
て
、
堀
河
天
皇
の
話
群
へ
と
移
行
し
て

ゆ
く
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
「
王
道
后
宮
」
の
巻
と
い
う
点
で
は
、
本
来
白
河
院
に
照
準
を
合
わ
せ

る
べ
き
な
の
だ
が
、
登
場
す
る
臣
下
の
側
に
焦
点
を
当
て
て
見
る
と
、
自
分
の

所
領
を
義
光
に
譲
ら
さ
れ
る
一
・
７
５
の
藤
原
顕
季
。
行
儀
の
悪
さ
を
叱
責
さ
れ

る
一
・
７
７
の
藤
原
成
通
。
突
然
方
違
え
に
来
訪
し
た
院
に
、
先
祖
伝
来
の
「
役

行
者
の
独
鈷
」
を
引
き
出
物
と
し
て
献
じ
る
し
か
な
か
っ
た
一
・
７
８
の
藤
原
実

季
。
銀
の
琵
琶
を
立
て
置
い
た
た
め
に
方
違
え
で
訪
れ
た
院
か
ら
不
評
を
買
う

一
・
７
９
の
藤
原
家
保
。
白
河
院
発
令
の
殺
生
禁
断
の
制
を
守
ら
な
い
一
・
８
１
の

祇
園
の
女
御
と
平
忠
盛
。
と
い
う
具
合
に
、
院
の
臣
下
の
側
か
ら
す
れ
ば
不
名

誉
な
話
題
が
多
い
。
結
局
『
古
事
談
』
に
描
か
れ
る
白
河
院
の
臣
下
の
中
で
、

臣
下
に
と
っ
て
名
誉
な
話
は
一
・
７
６
の
源
雅
実
と
、
一
・
８
０
の
源
雅
兼
の
話
題



だ
け
で
あ
る
。
二
人
と
も
顕
房
流
村
上
源
氏
で
あ
り
、
雅
実
は
そ
の
嫡
流
、
雅

兼
は
そ
の
異
母
弟
で
『
古
事
談
』
編
者
源
顕
兼
の
曾
祖
父
に
当
た
る
。

　
『
今
鏡
』
「
雁
が
ね
」
に
「
白
河
院
に
は
御
い
と
ほ
し
み
の
人
」
で
あ
り
、

「
早
業
」
の
名
手
だ
っ
た
と
語
ら
れ
る
藤
原
成
通
は
、
『
古
事
談
』
一
・
７
７
で
は
、

　
　
白
川
院
夕
御
膳
之
時
。
侍
従
大
納
言
成
通
卿
候
陪
膳
。
御
寝
之
問
漸
漏
移
。

　
　
依
更
発
脚
気
。
片
膝
ヲ
立
テ
候
ケ
リ
。
法
皇
被
仰
云
。
宇
治
ニ
イ
ハ
レ
シ

　
　
ハ
。
於
人
前
掻
膝
シ
テ
居
事
。
以
外
白
気
事
也
云
々
。
御
詞
未
了
。
成
通

　
　
卿
遂
電
云
々
。

と
、
白
河
院
叱
責
の
最
中
す
で
に
「
遂
電
」
、
足
の
痛
み
も
ど
こ
へ
や
ら
、
遁

走
の
「
早
業
」
で
あ
る
。
礼
儀
乍
法
に
う
る
さ
か
っ
た
白
河
院
の
一
面
を
表
す

話
だ
が
、
そ
の
白
河
院
は
前
話
の
一
・
７
６
で
は
、
御
前
で
雅
実
と
忠
実
に
杯
を

賜
っ
て
、
「
今
ハ
サ
テ
」
と
二
人
に
退
去
を
促
し
た
折
、
「
猿
楽
ナ
ド
コ
ソ
給
酒

テ
イ
マ
ハ
イ
子
ト
イ
フ
事
ハ
候
へ
」
と
、
あ
つ
か
ま
し
く
酒
の
追
加
を
求
め
た

雅
実
に
対
し
て
は
笑
っ
て
応
じ
て
い
る
。
忠
実
は
「
大
相
国
猶
オ
ソ
ロ
シ
キ
人

也
」
と
舌
を
巻
く
が
、
成
通
の
一
件
が
次
に
語
ら
れ
る
と
、
雅
実
は
特
別
扱
い

だ
と
い
う
こ
と
が
一
層
顕
著
に
な
る
。
『
今
鏡
』
「
紫
の
ゆ
か
り
」
に
は
雅
実
が

世
に
重
ん
じ
ら
れ
て
、
白
河
院
・
堀
河
天
皇
や
関
白
忠
実
に
も
悼
る
こ
と
が
な

か
っ
た
と
伝
え
る
が
、
こ
の
話
は
雅
実
の
機
知
に
あ
ふ
れ
た
応
答
が
話
の
一
つ

の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

　
そ
の
前
話
一
・
７
５
で
は
、
白
河
院
は
乳
母
子
で
寵
臣
の
顕
季
の
側
に
正
当
な
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理
を
認
め
な
が
ら
、
争
い
の
火
種
と
な
っ
て
い
る
所
領
を
、
刑
部
丞
源
義
光
に

譲
る
よ
う
に
顕
季
に
勧
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
義
光
は
「
一
所
懸
命
之
由
」

を
聞
き
、
道
理
に
従
っ
て
裁
断
す
れ
ば
、
「
不
弁
子
細
武
士
」
の
こ
と
と
て

「
若
腹
黒
ナ
ド
ヤ
出
来
セ
ン
ズ
ラ
ン
」
こ
と
を
恐
れ
、
富
裕
な
顕
季
が
こ
こ
は

義
光
に
譲
る
の
が
得
策
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
院
の
意
に
沿
っ
た
顕
季
の
譲
り

に
感
激
し
た
義
光
は
顕
季
に
名
簿
を
差
し
出
し
、
配
下
の
者
に
顕
季
の
身
辺
の

警
護
を
命
じ
、
顕
季
は
白
河
院
の
読
み
の
深
い
計
ら
い
に
感
じ
入
っ
た
と
い
う
。

　
院
北
面
の
武
十
の
設
置
は
白
河
院
が
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
武

士
と
い
う
も
の
の
特
質
を
よ
く
知
っ
て
い
た
白
河
院
を
、
『
古
事
談
』
一
・
７
５

は
描
き
出
す
。
八
幡
太
郎
義
家
の
弟
、
新
羅
三
郎
義
光
は
『
今
鏡
』
で
は
、
笙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

を
好
ん
だ
風
流
な
武
士
と
し
て
現
れ
み
。
院
の
近
臣
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
顕

季
の
領
地
を
悼
る
こ
と
な
く
横
領
し
て
譲
ら
な
い
よ
う
な
、
粗
暴
な
武
士
と
し

て
の
側
面
は
描
か
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
先
述
の
一
・
８
１
の
忠
盛
も
『
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鏡
』
で
は
風
雅
な
歌
人
と
し
て
現
れ
る
。
そ
こ
に
『
古
事
談
』
と
『
今
鏡
』
の

視
点
の
差
が
あ
る
。
一
方
、
配
列
つ
ま
り
語
ら
れ
る
順
と
し
て
は
、
一
・
７
４
で

は
「
雨
水
の
禁
獄
」
で
ワ
ン
マ
ン
と
見
え
た
白
河
院
に
も
少
し
は
恐
れ
る
も
の

が
あ
っ
た
と
い
う
、
コ
ミ
カ
ル
な
展
開
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
っ
と

白
河
院
が
か
な
わ
な
い
相
手
１
１
「
猶
オ
ソ
ロ
シ
キ
人
」
が
い
た
と
言
語
遊
戯
的

に
展
開
す
る
の
が
一
・
７
６
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
『
今
鏡
』
「
紅
葉
の
御
狩
」
で
は
、
顕
季
は
「
世
お
ぼ
え
あ
り
し
」
と
形
容
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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れ
た
が
、
そ
の
寵
臣
顕
季
の
正
当
な
要
求
が
退
け
ら
れ
、
無
礼
な
雅
実
は
許
さ

れ
る
と
い
う
対
比
的
な
展
開
も
見
逃
せ
な
い
。
白
河
院
に
と
っ
て
乳
兄
弟
に
な

る
顕
季
と
、
義
弟
に
当
た
る
雅
実
の
家
格
の
差
で
あ
る
。
白
河
院
の
母
方
の
叔

父
藤
原
実
季
の
養
子
と
な
っ
て
も
、
や
は
り
顕
季
は
受
領
階
級
出
身
で
あ
る
。

一
方
、
雅
実
は
白
河
院
最
愛
の
中
宮
賢
子
と
同
腹
の
弟
で
、
源
顕
房
の
長
男
で

あ
る
。
顕
房
の
祖
父
は
村
上
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
具
平
親
王
、
そ
の
女
子
隆
姫

は
頼
通
の
正
室
と
な
る
。
隆
姫
の
弟
師
房
は
頼
通
の
養
子
と
な
っ
て
源
姓
を
賜

り
、
さ
ら
に
道
長
の
婿
と
な
っ
て
、
俊
房
・
顕
房
の
兄
弟
を
儲
け
る
。
頼
通
の

嫡
子
と
な
っ
て
摂
関
家
を
継
い
だ
師
実
も
、
師
房
の
女
麗
子
を
妻
と
し
、
生
ま

れ
た
の
が
師
通
で
あ
る
。
一
」
う
し
た
関
係
か
ら
師
実
は
顕
房
の
女
賢
子
を
養
女

と
し
、
白
河
天
皇
に
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
堀
河
天
皇
を
生
ん
だ
賢
子
は
若

く
し
て
世
を
去
る
が
、
顕
房
一
族
は
白
河
院
か
ら
外
戚
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。

顕
房
は
右
大
臣
に
昇
っ
て
世
に
と
き
め
き
、
顕
房
の
女
師
子
は
忠
実
の
妻
と
な

っ
て
、
忠
通
を
生
む
。
雅
実
が
白
河
院
・
堀
河
天
皇
・
関
白
忠
実
に
対
し
て
揮

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
一
」
う
し
た
皇
室
と
摂
関
家
と
の
深
い
姻
戚
関
係
に

よ
る
。
彼
は
父
顕
房
を
超
え
て
太
政
大
臣
に
至
り
、
「
現
世
昇
進
已
超
万
人
」

　
　
　
　
◎

と
言
わ
れ
た
。

　
後
続
話
一
・
７
７
で
や
は
り
雅
実
と
比
較
の
対
象
に
な
る
成
通
は
、
白
河
院
養

育
の
寵
臣
宗
通
と
顕
季
女
の
問
に
生
ま
れ
た
。
父
祖
は
道
長
と
源
高
明
女
の
子

頼
宗
で
、
摂
関
家
の
傍
流
に
当
た
る
。
宗
通
の
姉
妹
全
子
は
師
通
室
で
忠
実
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

母
、
宗
通
女
宗
子
は
忠
実
の
子
忠
通
の
正
妻
で
崇
徳
天
皇
妃
中
宮
聖
子
の
母
と

い
う
よ
う
に
、
忠
実
に
ゆ
か
り
の
深
い
摂
関
家
の
外
戚
か
つ
白
河
院
の
近
臣
と

し
て
繁
栄
し
た
一
族
の
出
身
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
白
河
院
の
時
代
に
村
上
源
氏

と
と
も
に
勢
力
を
持
っ
た
顕
季
一
族
・
宗
通
一
族
の
「
白
河
院
に
よ
る
家
格
の

ラ
ン
ク
付
け
」
を
、
『
古
事
談
』
編
者
は
話
題
の
選
択
と
配
列
で
象
徴
的
に
表

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
雅
実
に
圧
倒
さ
れ
る
忠
実
は
、
摂
関
家
の
弱
体
化

の
象
徴
に
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
一
・
７
８
に
登
場
す
る
実
季
は
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
に
没
し
、

一
・
７
７
の
成
通
は
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
の
誕
生
で
、
一
・
７
７
か
ら
一
・
７
８

へ
は
一
気
に
時
間
を
遡
る
。
一
・
７
８
で
実
季
か
ら
役
行
者
の
独
鈷
を
白
河
院
が

召
し
た
事
は
、
実
季
が
没
し
た
翌
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
の
金
峰
山
御
幸
を

想
起
さ
せ
、
白
河
院
の
物
詣
で
好
み
を
表
し
て
い
よ
う
。
堀
河
天
皇
元
服
と
白

河
院
の
妹
篤
子
内
親
王
の
入
内
で
一
段
落
し
て
の
金
峰
山
参
詣
は
、
宇
多
上
皇

　
　
　
　
　
　
　
＠

を
先
例
の
範
と
し
た
。
だ
が
、
篤
子
内
親
王
は
子
に
恵
ま
れ
ず
、
白
河
院
の
直

系
の
後
嗣
は
実
季
の
子
孫
か
ら
産
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
古
事
談
』
で

実
季
の
前
後
に
成
通
・
家
保
・
忠
盛
・
祇
園
女
御
を
配
す
る
の
は
、
そ
の
こ
と

を
意
識
し
た
人
選
で
は
な
い
か
。
実
季
女
十
以
子
は
堀
河
天
皇
の
女
御
と
な
っ
て

鳥
羽
天
皇
を
産
み
、
公
実
の
女
璋
子
は
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
と
な
っ
て
崇
徳
天
皇

を
産
ん
だ
。
顕
季
の
子
で
公
実
・
攻
子
の
従
兄
弟
で
あ
り
、
妻
に
崇
徳
天
皇
の

乳
母
を
持
つ
家
保
は
、
待
賢
門
院
璋
子
の
入
内
以
前
の
家
司
と
し
て
政
所
別
当



と
な
る
。
家
保
の
邸
宅
「
三
条
京
極
殿
」
は
後
に
待
賢
門
院
の
御
所
と
な
り
、

「
三
条
東
洞
院
第
」
は
白
河
院
に
献
上
、
こ
れ
は
璋
子
の
里
第
が
三
条
西
殿
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

あ
っ
た
た
め
の
便
宜
に
よ
る
と
い
う
。
成
通
は
璋
子
の
侍
所
別
当
、
忠
盛
は
政

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

所
別
当
の
一
人
だ
っ
た
。
祇
園
女
御
は
白
河
院
が
溺
愛
し
た
璋
子
の
養
母
で
あ

る
。
師
実
と
師
通
を
軸
に
摂
関
家
と
村
上
源
氏
が
不
可
分
な
形
で
堀
河
朝
で
は

外
戚
と
し
て
力
を
も
っ
た
が
、
白
河
院
時
代
の
後
半
に
は
鳥
羽
天
皇
の
誕
生
で

実
季
流
が
外
戚
と
し
て
急
上
昇
し
て
く
る
。
と
す
れ
ば
、
背
後
に
璋
子
の
存
在

を
意
識
し
た
鳥
羽
天
皇
・
崇
徳
天
皇
の
代
の
白
河
院
院
政
の
時
期
を
、
編
者
は

意
図
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
白
河
院
話
群
は
話
題
と
配
列
に
二
つ
の
時
問
の

流
れ
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
。

三
、
『
今
鏡
』

　
こ
こ
で
白
河
院
話
群
の
時
の
流
れ
を
改
め
て
見
て
み
た
い
。
一
古
事
談
』

一
・
７
２
で
は
、
父
後
三
条
院
が
ま
だ
東
宮
だ
っ
た
頃
、
後
冷
泉
天
皇
の
も
と
に

出
向
い
た
時
、
幼
い
白
河
院
が
白
分
の
座
る
場
所
を
尋
ね
た
こ
と
に
後
三
条
院

は
「
ウ
ル
セ
ク
ト
ハ
セ
給
タ
リ
」
と
感
じ
入
っ
た
と
い
う
。
後
三
条
天
皇
は
短

い
在
位
期
間
で
こ
の
聡
明
な
少
年
に
譲
位
し
、
病
を
得
て
四
十
才
で
早
世
す
る
。

白
河
天
皇
践
昨
か
ら
藤
原
師
実
が
関
白
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
の
記
事
を
記
録
風

に
仕
立
て
て
あ
る
の
が
次
の
一
・
７
３
で
あ
る
。

　
　
　
白
川
院
。
延
久
四
年
十
二
月
八
日
践
酢
御
年
二
十
。
同
廿
九
日
御
即
位

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

　
　
大
麓
。
同
五
年
四
月
七
日
行
幸
太
上
皇
宮
。
奉
訪
聖
拐
不
豫
。
同
廿
一
日
。

　
　
太
上
皇
依
御
悩
出
家
入
道
。
此
日
中
宮
同
落
錺
為
尼
。
同
廿
日
終
日
甚
雨
。

　
　
然
而
依
御
悩
危
急
。
重
行
幸
法
皇
御
在
所
。
院
司
勘
賞
云
々
。
同
五
月
六

　
　
日
。
天
皇
先
批
藤
原
茂
子
贈
皇
后
位
。
置
國
忌
山
陵
。
又
故
権
大
納
言
藤

　
　
原
能
信
卿
贈
太
政
大
臣
正
一
位
。
又
外
祖
母
藤
原
祉
子
贈
正
一
位
。
同
七

　
　
日
太
上
法
皇
崩
。
春
秋
四
十
。
同
六
年
二
月
二
日
、
宇
治
入
道
前
太
政
大

　
　
臣
莞
。
八
十
三
。
同
八
月
廿
三
日
。
改
延
久
六
年
為
承
保
元
年
。
同
十
月
三

　
　
日
上
東
門
院
崩
。
八
十
七
。
同
十
一
月
廿
一
日
大
嘗
會
。
同
二
年
八
月
十
三

　
　
日
法
勝
寺
立
柱
上
棟
。
同
九
月
廿
五
日
關
白
教
通
苗
死
。
八
十
。
十
月
十
五

　
　
日
。
左
大
臣
師
實
詔
為
關
白
。

　
　
　
依
有
不
審
事
注
付
之
。

こ
の
抜
粋
記
事
は
、
『
扶
桑
略
記
』
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
、
最
後
の
「
依
有

不
審
事
注
付
之
」
の
一
文
が
、
編
者
源
顕
兼
の
添
加
で
あ
る
と
見
た
の
は
、
磯

　
　
　
　
　
　
　

高
志
氏
で
あ
っ
た
。
死
亡
記
事
の
連
続
の
中
に
法
勝
寺
上
棟
の
記
事
だ
け
が
異

質
で
、
何
か
の
勘
文
に
し
て
は
不
自
然
で
あ
り
、
編
者
に
よ
る
抄
出
の
可
能
性

は
高
い
。
頼
通
・
上
東
門
院
・
教
通
が
長
生
き
だ
っ
た
の
が
目
を
引
く
が
、
後

三
条
院
の
死
後
、
摂
関
家
全
盛
時
代
の
政
界
の
大
物
達
も
次
々
と
世
を
去
っ
て

新
し
い
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
外
祖
父
の
能
信
や
生
母
茂

子
も
す
で
に
故
人
で
、
若
い
白
河
天
皇
に
強
い
発
言
力
を
持
つ
人
問
が
も
は
や

い
な
い
こ
と
を
語
っ
て
も
い
よ
う
。
問
題
は
「
依
有
不
審
事
注
付
之
」
の
一
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

何
が
不
審
な
の
か
で
あ
る
。
「
不
審
」
の
内
実
は
様
々
な
憶
測
を
誘
っ
て
一
様

で
は
な
い
か
ら
、
一
つ
の
試
案
で
し
か
な
い
が
、
ま
ず
は
前
話
か
ら
と
、
つ
い

で
後
話
へ
の
意
外
な
展
開
の
示
唆
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
・
７
２
で
は
東
宮
偉
で
あ
っ
た
藤
原
教
通
が
幼
い
白
河
院
を
自
ら
の
膝
の
上

に
座
ら
せ
て
、
そ
れ
を
後
三
条
院
が
ず
っ
と
嬉
し
い
事
に
思
っ
て
い
た
と
結
ぶ
。

教
通
の
配
慮
に
恩
義
を
感
じ
、
か
つ
ま
た
そ
の
後
見
を
期
待
す
る
後
三
条
院
の

様
子
も
か
い
ま
見
え
る
。
譲
位
し
て
教
通
の
二
条
第
に
移
っ
た
後
三
条
院
の
思

い
か
ら
す
れ
ば
、
教
通
の
子
信
長
が
継
ぐ
の
を
予
想
さ
せ
る
が
、
〈
不
審
に
も
Ｖ

後
三
条
院
と
不
和
だ
っ
た
頼
通
の
子
師
実
の
手
に
関
白
の
座
が
移
る
。
こ
れ
は

中
宮
賢
子
の
存
在
を
匂
わ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
。
村
上
源
氏
と
一
体
と
な
っ
て
白

河
天
皇
を
補
佐
す
る
、
賢
子
の
養
父
師
実
の
存
在
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

法
勝
寺
は
師
実
の
献
上
し
た
白
河
別
業
の
地
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
後
三
条
院
が
重
態
の
折
、
白
河
天
皇
は
「
甚
雨
」
の
中
を
見
舞
っ
て

殊
勝
な
孝
子
ぶ
り
を
見
せ
、
祖
父
や
祖
母
に
は
贈
官
贈
位
を
し
て
礼
を
尽
く
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
賢
王
が
く
不
審
に
も
ｖ
次
の
一
・
７
４
で
は
「
甚
雨
」
の

た
め
に
一
切
経
共
養
の
邪
魔
を
さ
れ
て
逆
鱗
、
雨
水
を
禁
獄
す
る
よ
う
な
、
稚

気
を
も
感
じ
さ
せ
る
専
制
君
主
に
一
変
。
法
勝
寺
で
の
金
泥
一
切
経
の
供
養
は

康
和
五
年
（
二
〇
五
）
と
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
の
記
録
が
知
ら
れ
、
雨

に
よ
る
延
引
は
天
永
元
年
の
方
で
あ
る
。
こ
の
時
は
幼
い
鳥
羽
天
皇
の
代
に
な

っ
て
お
り
、
ま
る
で
一
・
７
３
の
ご
と
く
、
鳥
羽
天
皇
の
外
祖
父
故
大
納
言
実
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

に
正
一
位
太
政
大
臣
・
故
生
母
政
子
に
皇
太
后
の
地
位
が
贈
ら
れ
、
天
皇
家
の

後
見
的
存
在
の
師
房
・
顕
房
・
師
通
・
師
実
及
び
十
以
子
の
同
母
兄
弟
公
実
は
す

で
に
死
去
し
て
い
る
。
師
実
が
没
し
た
の
は
康
和
三
年
（
二
〇
三
）
、
鳥
羽

天
皇
が
誕
生
し
て
立
太
子
し
た
の
が
康
和
五
年
、
師
通
の
子
で
師
実
養
子
の
忠

実
が
関
白
に
補
任
さ
れ
た
の
は
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
、
嘉
承
二
年
七
月
の

鳥
羽
天
皇
受
禅
で
外
戚
関
係
の
な
い
若
い
忠
実
が
摂
政
と
な
り
、
権
大
紬
言
公

実
は
十
一
月
に
没
し
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
『
古
事
談
』
で
は
白
河
院
に
も

揮
ら
な
か
っ
た
師
通
や
堀
河
天
皇
・
実
季
・
公
実
の
短
命
に
よ
り
、
幼
帝
の
鳥

羽
朝
で
白
河
院
の
独
裁
は
成
り
立
っ
た
と
い
う
展
開
で
あ
り
、
一
・
７
３
に
頼
通

達
の
長
寿
が
記
さ
れ
る
意
味
が
見
え
て
く
る
。
だ
か
ら
、
外
戚
の
健
在
だ
っ
た

時
期
の
堀
河
朝
を
抜
い
て
、
外
祖
父
不
在
の
外
戚
閑
院
流
と
外
戚
関
係
に
な
い

摂
関
家
の
無
力
な
鳥
羽
天
皇
の
時
代
に
跳
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
『
今
鏡
』
「
紅
葉
の
御
狩
」
の
、
「
若
く
よ
り

世
を
治
ら
せ
給
ひ
て
、
院
の
後
は
堀
河
院
・
鳥
羽
院
・
讃
岐
院
、
御
子
・
孫
・

曾
孫
、
う
ち
続
き
三
代
の
帝
の
御
代
、
み
な
法
皇
の
御
政
の
ま
ま
な
り
」
と
言

い
、
「
後
二
条
の
大
臣
こ
そ
『
お
り
ゐ
の
帝
の
門
に
車
立
つ
る
や
う
や
は
あ
る
』

な
ど
宣
は
せ
け
れ
。
そ
れ
か
く
れ
給
ひ
て
後
は
、
す
こ
し
も
息
音
た
っ
る
人
や

は
侍
り
し
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
白
河
院
の
専
制
を
単
純
に
後
三
条
天
皇
親

政
の
「
御
な
ご
り
」
と
見
る
『
今
鏡
』
に
は
外
祖
父
不
在
の
視
点
に
欠
け
、
教

通
か
ら
師
実
に
関
白
の
座
が
移
っ
た
事
情
の
説
明
も
な
い
。
実
季
の
外
孫
の
即



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

位
と
と
も
に
外
戚
で
は
な
い
忠
実
が
摂
政
に
任
じ
ら
れ
た
事
情
に
も
触
れ
な
い
。

「
依
有
不
審
事
注
付
之
」
の
文
は
、
『
古
事
談
』
が
暗
黙
な
が
ら
『
今
鏡
』
を
承

け
て
展
開
す
る
が
ゆ
え
に
、
意
識
的
に
注
意
を
喚
起
し
た
部
分
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
『
古
事
談
』
編
者
が
白
ら
の
所
説
に
あ
た
る
説
話
を
提
示
せ
ず
、
こ

と
さ
ら
に
「
不
審
」
と
言
挙
げ
す
る
の
は
、
先
行
の
『
今
鏡
』
を
意
識
し
た
上

で
、
摂
関
家
の
凋
落
と
院
政
が
始
ま
る
運
命
的
な
歴
史
の
不
思
議
を
強
調
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
『
今
鏡
』
を
『
古
事
談
』
編
者
が
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
『
中
外
抄
』
の

よ
う
な
確
証
が
な
い
。
『
古
事
談
』
と
『
今
鏡
』
に
は
共
通
話
は
多
い
が
、
『
今

鏡
』
と
必
ず
し
も
同
文
で
な
い
も
の
も
多
い
。
た
だ
、
『
古
事
談
』
の
第
一
巻

は
皇
代
年
紀
的
な
配
列
に
な
っ
て
お
り
、
各
天
皇
の
御
代
に
関
す
る
逸
話
を
綴

る
こ
と
で
そ
の
天
皇
の
人
柄
や
事
跡
を
語
る
、
い
わ
ゆ
る
鏡
物
の
歴
史
物
語
に

き
わ
め
て
近
い
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
『
古
事
談
』
編
者
が
先
行
の
歴
史
物
語

を
意
識
し
て
、
新
た
に
顕
房
流
村
上
源
氏
の
末
蕎
と
し
て
、
自
分
の
言
葉
を
な

る
べ
く
使
わ
ず
に
生
の
資
料
を
最
大
限
に
生
か
し
、
か
つ
連
歌
や
歌
集
等
の
連

想
的
な
配
列
方
式
を
用
い
な
が
ら
、
鏡
物
に
も
十
分
対
応
で
き
る
と
い
う
歴
史

語
り
を
繰
り
広
げ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
と
し
て
『
古
事
談
』
を
編
集
し
た
の
な

ら
、
『
大
鏡
』
『
水
鏡
』
『
今
鏡
』
『
栄
華
物
語
』
な
ど
は
視
野
に
入
れ
て
読
む
必

要
が
あ
ろ
う
。
『
栄
華
物
語
』
は
教
通
か
ら
師
実
へ
の
関
白
移
行
の
事
情
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

い
て
は
『
古
事
談
』
二
・
１
２
と
は
異
説
な
が
ら
触
れ
て
お
り
、
鳥
羽
天
皇
誕
生

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

以
前
で
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
こ
こ
は
『
今
鏡
』
の
存
在
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
『
今
鏡
』
の
記
述
を
意
識
し
て
い
る
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
話
題
の
選
択
と
配
列
が
目
に
つ
く
の
で
あ
る
。

　
『
今
鏡
』
は
「
釣
せ
ぬ
浦
々
」
で
、
白
河
院
が
漢
才
を
重
視
し
た
こ
と
を
語

り
、
参
議
に
な
る
条
件
が
揃
っ
て
い
る
顕
季
が
康
和
六
年
以
来
非
参
議
の
ま
ま

で
参
議
に
な
れ
ず
に
終
わ
っ
た
の
は
、
「
物
書
く
」
つ
ま
り
漢
才
が
な
い
こ
と

に
よ
る
と
い
う
。
人
事
・
昇
進
は
政
治
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、
『
古
事

談
』
白
河
院
話
群
に
官
位
に
関
す
る
話
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
一
・
７
７
に
言
う

「
太
政
大
臣
」
雅
実
と
「
関
白
」
忠
実
が
同
時
期
だ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
忠
実

が
関
白
に
な
っ
た
年
は
初
度
・
再
度
と
も
に
雅
実
は
内
大
臣
で
あ
る
。
ま
た
、

一
・
７
７
の
「
侍
従
大
納
言
」
成
通
は
白
河
院
崩
御
ま
で
公
卿
に
列
し
て
い
な
い
。

こ
こ
で
登
場
人
物
の
官
歴
に
注
意
す
る
と
、
顕
季
は
参
議
に
は
な
れ
ず
、
忠
実

は
非
参
議
か
ら
一
挙
に
権
中
納
言
に
上
っ
て
参
議
を
経
な
か
っ
た
。
忠
実
と
成

通
は
蔵
人
頭
と
検
非
違
使
別
当
に
な
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
一
・
７
５
か
ら

一
・
７
７
ま
で
顕
季
と
忠
実
、
忠
実
と
成
通
が
官
歴
に
共
通
点
を
持
つ
官
歴
連
想

が
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
連
想
は
白
河
院
話
群
全
体
に
及
ぶ
と
見
ら
れ
る
。

　
『
古
事
談
』
の
配
列
は
付
け
合
い
方
式
と
見
ら
れ
、
連
歌
な
ど
の
よ
う
に
前

話
に
対
し
て
類
縁
関
係
に
あ
る
も
の
を
含
ん
だ
り
、
前
話
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
な
話
を
次
話
に
置
い
て
遊
戯
的
に
展
開
を
進
め
て
ゆ
く
。

こ
の
官
歴
連
想
の
配
列
に
『
今
鏡
』
の
記
事
を
突
き
合
わ
せ
る
と
お
も
し
ろ
い
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『
古
事
談
』

こ
と
に
な
る
。
一
・
７
６
の
雅
実
に
つ
い
て
は
、
『
今
鏡
』
は
「
紫
の
ゆ
か
り
」

で
「
い
と
御
身
の
才
な
ど
は
お
は
せ
ざ
り
し
か
ど
、
世
に
重
く
思
は
れ
た
る

人
」
と
語
り
、
ま
た
「
宇
治
の
川
瀬
」
で
忠
実
の
多
才
を
紹
介
す
る
中
に
漢
才

を
含
め
て
は
い
な
い
。
『
今
鏡
』
の
論
法
に
従
え
ば
、
白
河
院
が
漢
才
を
重
視

し
た
た
め
に
顕
季
を
参
議
に
し
な
か
っ
た
の
な
ら
、
漢
才
の
な
い
雅
実
や
忠
実

も
参
議
に
な
れ
な
い
は
ず
だ
が
、
雅
実
は
参
議
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
雅

実
は
漢
才
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
無
才
の
忠
実
は
参
議
に

任
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
権
中
紬
言
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
『
今
鏡
』
は
「
雁
が
ね
」
に
成
通
が
詩
歌
の
才
に
た
け
て
い
た
こ
と

を
記
し
、
「
梅
の
木
の
下
」
で
は
蔵
人
頭
と
検
非
違
使
別
当
を
経
て
内
大
臣
に

な
っ
た
公
教
の
話
に
関
連
し
て
、
「
成
通
の
御
心
ば
へ
は
、
世
の
沙
汰
を
ば
い

た
く
も
好
み
給
は
で
、
公
事
な
ど
は
識
者
に
お
は
せ
し
か
ど
、
世
の
ま
め
な
る

こ
と
は
と
り
い
れ
ら
れ
ぬ
御
心
に
や
、
蔵
人
頭
も
検
非
違
使
別
当
も
へ
給
は
ず
、

寺
従
大
勉
言
な
ど
い
ひ
て
過
ぎ
給
ひ
に
き
」
と
言
及
し
た
。
実
季
の
曾
孫
公
教

の
項
に
突
然
成
通
と
の
比
較
が
あ
る
の
は
公
教
が
成
通
を
超
え
て
内
大
臣
に
な

っ
た
か
ら
で
、
成
通
が
内
大
臣
に
な
れ
な
か
っ
た
理
由
を
そ
こ
に
求
め
て
い
る

も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
雅
実
も
侍
従
権
大
納
言
だ
っ
た
時
が
あ
る
が
、
蔵
人
頭

か
ら
参
議
に
な
り
、
康
和
二
年
に
内
大
臣
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
忠
実
は

蔵
人
頭
・
検
非
違
使
別
当
の
両
職
い
ず
れ
も
経
験
せ
ず
に
、
権
大
納
言
か
ら
雅

実
を
超
え
て
、
内
大
臣
を
飛
ば
し
て
右
大
臣
に
な
っ
た
。
『
今
鏡
』
の
論
法
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

ゆ
く
と
、
忠
実
も
成
通
の
「
心
ば
へ
」
と
同
じ
た
め
に
、
内
大
臣
に
は
任
じ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
、
前
年
の
父
師
通
の
早
世
の
た
め
に
摂

関
家
の
嫡
男
と
し
て
の
優
遇
処
置
で
あ
ろ
う
が
、
漢
才
の
あ
っ
た
師
通
は
参

議
・
内
大
臣
に
な
っ
て
お
り
、
非
参
議
か
ら
権
中
紬
言
に
な
っ
た
祖
父
師
実
や

長
男
忠
通
も
内
大
臣
を
経
て
い
る
だ
け
に
、
『
今
鏡
』
作
者
の
理
由
付
け
を
逆

手
に
取
っ
て
の
忠
実
に
対
す
る
椰
楡
に
な
ろ
う
。

　
『
今
鏡
』
は
総
じ
て
多
才
な
忠
実
に
は
好
意
的
で
、
白
河
院
の
怒
り
に
触
れ

て
院
が
崩
御
す
る
ま
で
宇
治
に
籠
り
、
忠
通
が
関
白
と
な
っ
て
い
た
時
期
に
、

左
大
弁
為
隆
が
「
日
本
は
ゆ
ゆ
し
く
づ
つ
な
る
国
か
な
。
前
の
関
白
を
一
の
人

に
て
、
こ
の
大
臣
、
花
園
二
人
、
若
き
大
臣
よ
く
仕
へ
ぬ
べ
き
を
、
う
ち
は
へ

っ
っ
公
事
を
も
っ
と
め
さ
せ
で
。
こ
の
殿
一
の
人
な
れ
ば
、
い
た
づ
ら
に
足
ひ

き
入
れ
て
ゐ
給
へ
る
こ
そ
惜
し
け
れ
」
と
言
っ
た
（
「
御
笠
の
松
」
）
と
、
忠
実

に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
。
一
方
、
雅
実
の
描
写
は
、
凡
庸
な
が
ら
中
宮
賢

子
の
弟
で
血
筋
の
よ
さ
だ
け
が
取
り
柄
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
る
。
雅
実
が
遺

恨
あ
っ
て
そ
の
し
っ
ぺ
返
し
に
、
忠
実
の
大
饗
の
尊
者
の
役
を
す
っ
ぽ
か
し
て

忠
実
を
困
ら
せ
た
一
件
な
ど
は
、
忠
実
へ
の
同
情
を
誘
う
書
き
方
で
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
『
今
鏡
』
の
姿
勢
に
対
す
る
反
発
が
、
『
古
事
談
』
編
者
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
古
事
談
』
で
雅
実
が
猿
楽
を
た
て
に
酒
の
追

加
を
要
求
し
た
話
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
に
、
『
今
鏡
』
が
雅
実
は
あ
ま
り
に

高
貴
過
ぎ
て
世
問
の
こ
と
に
疎
か
っ
た
と
す
る
こ
と
へ
の
訂
正
の
意
味
を
持
っ



の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
今
鏡
』
「
宇
治
の
川
瀬
」
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、
忠
実
は
老
年
に
は
足
を
痛

め
て
歩
け
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
鳥
羽
院
の
御
前
で
も
そ
の
点
は
配
慮
さ
れ
た
。

成
通
が
痛
む
足
を
か
ば
っ
て
白
河
院
に
叱
責
さ
れ
る
話
が
続
く
の
は
、
雅
実
の

院
に
対
す
る
遠
慮
の
な
さ
に
驚
き
呆
れ
た
忠
実
に
と
っ
て
は
皮
肉
な
連
繋
で
あ

る
。
そ
れ
も
白
河
院
が
「
宇
治
ニ
イ
ハ
レ
シ
ハ
」
と
、
忠
実
が
輝
か
し
い
摂
関

家
の
伝
統
を
守
る
べ
く
手
本
に
し
て
や
ま
な
か
っ
た
宇
治
殿
師
実
の
教
唆
で
あ

る
。
と
同
時
に
、
忠
実
が
娘
泰
子
を
鳥
羽
天
皇
の
も
と
に
入
内
さ
せ
よ
う
と
し

て
、
す
で
に
璋
子
を
立
后
さ
せ
て
い
た
白
河
院
を
激
怒
さ
せ
、
内
覧
を
罷
免
さ

れ
る
に
至
っ
た
と
『
今
鏡
』
が
説
く
経
過
を
も
、
成
通
の
勅
勘
を
蒙
る
姿
に
暗

に
連
ね
て
い
よ
う
。
雅
実
が
太
政
大
臣
に
な
る
の
は
そ
の
後
の
保
安
三
年
（
一

一
二
二
）
で
あ
る
。

四
、
才
と
能
と
家
柄
と

　
そ
れ
に
し
て
も
、
夕
食
時
に
昼
寝
す
る
院
は
非
常
識
で
、
散
々
待
た
さ
れ
て

苦
痛
に
耐
え
な
が
ら
叱
責
さ
れ
る
成
通
は
同
情
に
値
し
よ
う
。
『
古
事
談
』
編

者
は
白
河
院
の
気
ま
ぐ
れ
な
面
を
指
摘
す
る
か
の
よ
う
に
、
次
に

　
　
白
川
院
為
御
方
違
。
俄
臨
幸
實
季
卿
家
。
御
引
出
物
二
。
役
優
婆
塞
ノ
濁

　
　
鈷
ヲ
相
傳
シ
テ
持
タ
リ
ケ
ル
ヲ
。
殊
勝
ノ
唐
錦
一
段
二
裏
テ
被
進
ケ
ル
ヲ

　
　
召
テ
。
令
還
御
了
。
世
人
奉
誇
云
々
。

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

と
、
突
然
の
院
の
来
訪
に
先
祖
伝
来
の
宝
物
を
差
し
出
す
し
か
な
く
、
ま
た
院

は
そ
れ
を
持
ち
帰
る
と
い
う
、
一
・
７
８
の
実
季
の
話
を
付
け
る
。
だ
が
、
そ
れ

に
し
て
も
「
引
き
出
物
に
独
鈷
と
は
」
と
難
じ
る
か
の
よ
う
に
、

　
　
白
川
院
為
御
方
違
。
渡
御
家
保
卿
之
時
。
紫
檀
甲
琵
琶
　
日
者
嬰
置
之
琵
琶
也
。

　
　
傍
二
銀
琵
琶
一
面
ヲ
立
置
「
タ
」
テ
ア
リ
ケ
ル
ヲ
御
覧
ジ
テ
。
有
不
受
之

　
　
御
気
色
還
御
云
々
。

と
い
う
一
・
７
９
を
付
け
て
み
せ
る
。
「
紫
檀
甲
琵
琶
」
に
「
日
者
聞
食
置
之
琵

琶
也
」
と
注
す
る
の
は
、
こ
の
琵
琶
が
白
河
院
の
御
物
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ

る
。
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
に
白
河
院
は
琵
琶
二
面
を
新
造
さ
せ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

琵
琶
に
関
心
が
あ
っ
た
。
「
銀
琵
琶
」
と
は
笙
を
よ
く
し
た
富
裕
な
受
領
家
保

が
、
派
手
好
み
の
院
に
献
上
す
る
つ
も
り
の
悪
趣
味
な
（
？
）
銀
造
り
の
「
鳴

ら
ぬ
琵
琶
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
『
今
鏡
』

「
竹
の
よ
」
で
実
季
の
子
公
実
が
、
笛
も
琴
も
で
き
な
い
の
に
笛
を
腰
に
差
し
、

琴
の
爪
を
つ
け
て
い
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
『
御
遊
抄
』
の
奏
者
に
は
実
季

の
名
も
な
く
、
実
季
一
家
に
は
管
弦
の
素
養
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
だ
け

に
引
き
出
物
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
器
な
ど
の
優
雅
な
も
の
が
準
備
で
き
な
か
っ
た

と
、
『
古
事
談
』
編
者
は
見
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
官
歴
に
目
を
や
る
と
、
公
教
の
曾
祖
父
実
季
は
蔵
人
頭
と
検
非
違
使

別
当
を
経
な
が
ら
、
内
大
臣
に
な
れ
ず
に
大
納
言
で
終
わ
っ
た
人
で
あ
る
。
実

季
は
白
河
天
皇
の
生
母
の
兄
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
昇
進
は
超
越
も
め
ざ
ま
し
く
、
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『
古
事
談
』

『
栄
華
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）
の
成
通
の
祖
父
右
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

俊
家
の
死
去
で
空
い
た
大
臣
の
席
を
競
望
す
る
一
人
だ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、

左
大
臣
に
俊
房
、
右
大
臣
に
顕
房
、
内
大
臣
に
は
師
通
が
実
季
を
超
え
て
任
じ

ら
れ
た
。
師
通
が
師
実
と
と
も
に
琵
琶
の
名
手
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
管
弦

の
才
も
重
視
し
た
白
河
天
皇
の
人
事
を
ほ
の
め
か
す
官
歴
連
想
と
も
な
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
家
保
は
雅
実
の
子
雅
定
に
は
遠
く
及
ば
ず
と
も
笙
に
堪
能
だ

　
　
＠

っ
た
が
、
顕
季
を
祖
と
す
る
六
条
家
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
歌
才
に
は
恵
ま
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
家
保
の
次
に
登
場
す
る
雅
兼
は
と
い
え
ば
、

『
今
鏡
』
「
武
蔵
野
の
草
」
で
詩
歌
に
堪
能
で
、
「
才
学
す
ぐ
れ
給
ひ
、
公
事
に

つ
か
へ
給
ふ
事
も
、
昔
に
あ
り
が
た
き
人
」
と
絶
賛
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　
家
保
の
失
敗
は
院
に
対
す
る
気
配
り
の
欠
如
を
意
味
す
る
。
そ
れ
と
対
照
す

る
よ
う
に
、
『
古
事
談
』
編
者
は
一
・
８
０
に
曾
祖
父
雅
兼
賛
美
の
話
題
を
持
っ

て
く
る
。

　
　
白
川
院
、
礼
部
禅
門
事
ヲ
。
鳥
羽
院
二
令
語
申
給
云
。
我
ハ
能
職
事
共
仕

　
　
タ
ル
者
也
。
通
俊
匡
房
ナ
ド
ハ
近
古
之
名
臣
也
。
難
然
此
雅
兼
ハ
。
更
不

　
　
劣
彼
等
者
也
。
熟
知
彼
性
云
々
。
成
通
卿
語
云
、
雅
兼
事
ヲ
ハ
白
川
院
吐

　
　
口
令
感
給
事
。
度
々
承
之
云
々
。

文
才
を
認
め
ら
れ
た
雅
兼
は
堀
河
朝
で
は
中
途
か
ら
左
少
弁
も
兼
ね
て
（
元
兵

衛
大
輔
）
五
位
蔵
人
、
鳥
羽
朝
で
は
五
位
蔵
人
と
蔵
人
頭
を
勤
め
た
。
『
今
鏡
』

に
は
家
保
の
独
立
し
た
伝
は
な
く
、
「
花
の
山
」
で
家
保
女
が
権
中
麹
言
忠
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

の
子
忠
雅
の
母
で
あ
っ
た
と
触
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
花
山
院
流
忠
宗
は
師
通
と

は
異
腹
の
弟
左
大
臣
家
忠
の
子
で
、
武
官
兼
任
の
蔵
人
を
勤
め
た
。
『
今
鏡
』

は
「
花
の
山
」
に
、

　
　
雅
兼
の
中
納
言
と
な
ら
び
給
ひ
て
、
五
位
蔵
人
十
年
ば
か
り
、
蔵
人
頭
に

　
　
て
も
十
年
な
ど
や
お
は
し
け
む
。
二
十
年
の
職
事
に
て
、
二
人
な
が
ら
同

　
　
じ
や
う
に
仕
へ
給
ひ
し
に
、
昔
に
も
恥
ぢ
ず
、
末
の
世
に
は
あ
り
が
た
き

　
　
職
事
と
て
、
惜
し
ま
れ
給
ふ
ほ
ど
に
、
な
か
な
か
お
そ
く
の
ぼ
り
給
ふ
と

　
　
ぞ
い
た
み
給
ひ
け
る
。
宰
相
中
納
言
ま
で
同
じ
や
う
に
な
ら
び
て
の
ぼ
り

　
　
給
ひ
き
。

と
、
忠
宗
が
雅
兼
と
双
壁
の
有
能
な
職
事
で
あ
っ
た
と
記
す
。

　
『
古
事
談
』
で
家
保
の
次
話
に
雅
兼
が
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
記
事
と
無
縁

で
は
あ
る
ま
い
。
一
・
８
０
の
白
河
院
の
賞
賛
は
、
忠
宗
と
の
比
較
は
な
い
も
の

の
確
実
に
白
河
院
に
よ
っ
て
文
才
あ
る
雅
兼
に
軍
配
を
上
げ
さ
せ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
、
家
保
の
方
は
堀
河
天
皇
の
代
で
わ
ず
か
一
か
月
六
位
蔵
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

勤
め
た
だ
け
で
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
。
「
世
に
は
あ
り
が
た
き
職
事
と
て
、

惜
し
ま
れ
給
ふ
ほ
ど
に
、
な
か
な
か
お
そ
く
の
ぼ
り
給
ふ
」
と
い
う
『
今
鏡
』

の
論
理
に
従
え
ば
、
一
か
月
で
蔵
人
を
や
め
た
家
保
は
、
白
河
院
の
寵
臣
顕
季

の
子
ゆ
え
の
ス
ピ
ー
ド
昇
進
の
は
ず
が
、
「
無
能
」
ゆ
え
早
く
叙
爵
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
鳥
羽
天
皇
の
譲
位
に
よ
っ
て
一
か
月
で
蔵
人
頭
を
去
る
こ

と
に
な
っ
た
「
有
能
」
な
右
中
将
忠
宗
と
左
中
弁
雅
兼
は
、
そ
ろ
っ
て
崇
徳
天



皇
の
即
位
と
と
も
に
再
び
蔵
人
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
今
鏡
』
で
雅
兼
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

病
気
で
出
家
し
た
後
も
鳥
羽
院
か
ら
重
要
事
項
の
相
談
相
手
に
な
っ
た
と
記
す
、

鳥
羽
院
の
信
任
の
厚
さ
の
背
景
に
、
白
河
院
の
推
奨
が
あ
っ
た
と
い
う
説
明
の

役
割
も
果
た
し
て
い
よ
う
。

　
保
安
四
年
（
二
二
三
）
の
鳥
羽
天
皇
譲
位
に
伴
っ
て
、
播
磨
守
家
保
は
三

条
東
洞
院
第
を
白
河
院
に
献
上
し
て
御
所
を
建
て
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
大
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

元
年
一
二
二
六
一
二
月
に
院
は
こ
の
三
条
東
殿
に
初
め
て
移
徒
し
た
。
こ
の

頃
雅
兼
は
五
節
の
淵
酔
で
苦
い
体
験
を
し
て
い
る
。
『
今
鏡
』
「
雁
が
ね
」
や

『
貫
首
秘
抄
』
の
三
条
内
府
公
教
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
雅
兼
が
蔵
人
頭
の
時

（
竹
鼻
績
氏
は
天
治
二
年
・
翌
大
治
元
年
の
い
ず
れ
か
と
し
、
渡
辺
晴
美
氏
は

　
　
　
　
　
　
　
＠

天
治
元
年
か
と
す
る
）
、
五
節
の
淵
酔
で
一
部
の
若
い
殿
上
人
た
ち
が
雅
兼
を

追
い
回
し
て
「
穴
黒
黒
黒
主
哉
」
の
曲
で
麟
し
立
て
た
。
『
貫
首
秘
抄
』
に

「
件
歌
間
、
黒
頭
之
詞
相
交
」
と
い
う
の
は
、
『
平
家
物
語
』
「
殿
上
の
闇
討
ち
」

に
い
う
、
蔵
人
頭
季
仲
が
色
黒
で
あ
っ
た
た
め
、
五
節
の
淵
酔
で
「
穴
黒
黒
黒

主
哉
」
を
蔵
人
頭
に
ひ
っ
か
け
て
「
穴
黒
黒
黒
頭
哉
」
と
歌
い
換
え
て
か
ら
か

っ
た
と
い
う
一
件
を
思
い
出
さ
せ
る
。
雅
兼
の
愁
訴
に
白
河
院
の
尋
問
が
あ
り
、

張
本
人
の
成
通
は
し
ば
ら
く
籠
居
し
た
と
い
う
。
そ
の
成
通
が
一
．
８
０
で
白
河

院
の
雅
兼
賞
賛
の
伝
達
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
皮
肉
な
面
白
さ
が
あ
る
。

　
忠
宗
も
雅
兼
も
白
河
院
崩
御
ま
で
公
卿
に
は
列
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
平
忠

盛
は
内
の
殿
上
の
昇
殿
さ
え
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
今
鏡
』
「
宇
治
の
川
瀬
」

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

で
、
忠
盛
は
藤
原
為
忠
が
五
節
の
舞
姫
の
奉
仕
で
昇
殿
を
許
さ
れ
た
と
聞
い
て
、

「
思
ひ
き
や
雲
居
の
月
を
よ
そ
に
見
て
心
の
闇
に
迷
ふ
べ
し
と
は
」
と
詠
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
い
う
。
忠
盛
と
為
忠
が
舞
姫
の
奉
仕
を
し
た
の
は
天
治
元
年
（
二
二
四
）
、

雅
兼
の
「
五
節
事
件
」
が
あ
っ
た
頃
で
あ
る
。
『
今
鏡
』
に
は
忠
盛
の
子
清
盛

は
、
「
白
河
院
の
御
時
は
、
非
蔵
人
な
ど
い
ひ
て
、
院
の
六
位
の
殿
上
し
た
り

し
か
ど
も
、
う
る
は
し
く
は
な
さ
せ
給
は
で
、
冠
賜
は
り
て
兵
衛
佐
に
な
り
た

り
し
も
、
蔵
人
は
な
ほ
か
た
き
事
と
聞
え
侍
り
き
」
と
、
為
忠
と
比
較
し
て
、

後
に
太
政
大
臣
ま
で
昇
る
清
盛
が
白
河
院
の
時
代
に
は
い
か
に
扱
わ
れ
て
い
た

か
を
語
る
。
『
古
事
談
』
で
雅
兼
の
内
の
蔵
人
時
代
を
語
っ
て
か
ら
次
話
に
忠

盛
の
登
場
す
る
背
景
に
は
、
同
時
期
の
平
氏
と
村
上
源
氏
の
扱
い
に
雲
泥
の
差

が
あ
っ
た
こ
と
を
『
今
鏡
』
と
同
じ
流
れ
で
示
し
て
見
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
も
、
為
忠
の
よ
う
な
「
昔
の
御
い
と
ほ
し
み
」
や
妻
の
功
績
に
よ
る
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

立
て
な
ど
で
は
な
く
、
実
力
で
評
価
さ
れ
る
文
の
雅
兼
と
武
の
忠
盛
の
差
を
話

題
で
表
す
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
『
百
錬
抄
』
大
治
元
年
六
月
．
十
月
の
条
に

は
こ
の
頃
か
ら
白
河
院
に
よ
る
殺
生
禁
断
の
命
が
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
一
・
８
０
の
雅
兼
と
成
通
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
「
五
節
」
が

　
　
　
ゆ

連
想
さ
れ
、
そ
の
頃
厳
し
く
行
わ
れ
た
一
・
８
１
の
「
殺
生
禁
断
の
制
」
を
破
る

武
士
忠
盛
の
登
場
を
導
く
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
威
満
四
海
、
権
振
一
天
、

生
涯
之
営
、
無
非
仏
事
、
就
中
此
両
三
年
焼
諸
国
之
署
網
、
専
致
放
生
之
修

＠
福
」
す
最
中
に
、
少
々
水
を
さ
さ
れ
た
白
河
院
の
、
大
治
四
年
（
二
二
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

の
崩
御
は
も
う
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
『
今
鏡
』
の
記
述
に
突
き
合
わ
せ
る
形
で
『
古
事
談
』
白
河
院
話
群

を
た
ど
っ
て
み
た
が
、
『
今
鏡
』
が
話
題
の
選
択
や
配
列
に
意
識
さ
れ
て
い
る

の
は
ほ
ぼ
問
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
『
今
鏡
』
の
描
か
な
か
っ
た
白
河
院
の
側
面

や
話
題
を
補
い
つ
つ
、
『
今
鏡
』
作
者
の
意
見
の
皮
肉
な
利
用
に
よ
る
水
面
下

の
官
歴
連
想
で
徹
底
的
に
村
上
源
氏
の
優
位
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
、
戯
れ
の

精
神
溢
れ
る
歴
史
語
り
。
鳥
羽
天
皇
・
崇
徳
天
皇
の
即
位
に
実
季
の
子
孫
が
繁

栄
す
る
時
代
に
お
い
て
も
、
い
か
に
顕
房
流
村
上
源
氏
が
才
と
能
と
家
柄
で
白

河
院
に
重
用
さ
れ
た
か
を
雅
実
や
雅
兼
で
象
徴
す
る
、
編
者
の
誇
り
を
籠
め
た

「
鏡
物
補
遺
」
の
世
界
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
同
時
に
、
白
河

院
話
群
に
登
場
す
る
人
物
群
は
白
河
院
の
菱
尤
に
な
っ
て
、
た
と
え
ば
平
忠
盛

の
子
清
盛
が
安
徳
天
皇
の
外
祖
父
と
な
り
、
太
政
大
臣
に
昇
る
ご
と
く
、
成

通
．
家
保
も
彼
ら
の
一
族
か
ら
太
政
大
臣
を
出
し
、
皇
室
の
外
戚
と
な
っ
て
ゆ

ゆ
く
「
家
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
も
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
摂
関
家

が
か
つ
て
皇
室
の
外
戚
と
し
て
威
を
振
る
っ
た
時
代
は
去
り
、
村
上
源
氏
を
筆

頭
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
新
し
い
外
戚
勢
力
の
白
河
院
時
代
の
状
況
、
ま
さ
に

「
王
道
后
宮
」
の
巻
に
ふ
さ
わ
し
い
面
々
で
あ
っ
た
。
摂
関
家
の
隆
盛
と
外
戚

関
係
に
焦
点
を
当
て
た
『
大
鏡
』
と
『
古
事
談
』
の
関
係
も
、
あ
ら
た
め
て
検

証
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一

※
引
用
に
当
た
っ
て
は
『
古
事
談
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
『
今
鏡
』
は
講
談
社

学
術
文
庫
本
（
竹
鼻
績
氏
訳
注
・
底
本
は
畠
山
本
）
を
用
い
た
。
『
古
事
談
』
と
の

比
較
は
白
河
院
話
群
を
見
る
限
り
畠
山
本
系
統
の
も
の
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
後

考
を
侯
ち
た
い
。

注
¢
　
天
永
元
年
三
月
十
一
日
の
予
定
が
雨
で
十
三
日
に
延
引
、
十
三
日
も
「
甚
雨
」
の

　
た
め
再
び
停
止
、
「
嘆
御
云
々
」
（
『
殿
暦
』
）
「
上
皇
殊
令
嘆
息
給
云
々
」
（
マ
水
昌

　
記
』
）
と
あ
り
、
激
怒
し
た
様
子
で
は
な
い
。
最
終
実
施
の
五
月
十
一
日
は
、
『
殿

　
暦
』
に
「
天
晴
」
と
あ
る
。

　
『
今
鏡
』
「
釣
せ
ぬ
浦
々
」
。

　
　
『
今
鏡
』
「
紫
の
ゆ
か
り
」
雅
定
の
項
。

＠
『
今
鏡
』
「
釣
せ
ぬ
浦
々
」
。

　
　
『
中
右
記
』
大
治
二
年
二
月
十
五
日
条
。

＠
白
河
院
の
吉
野
金
峰
山
御
幸
は
寛
治
六
年
（
一
〇
六
二
）
七
月
。
白
河
院
の
妹
で

　
あ
る
中
宮
敦
子
内
親
王
の
入
内
は
寛
治
五
年
。
御
幸
に
当
た
っ
て
中
宮
と
と
も
に
精

　
進
を
し
て
い
る
だ
け
に
、
後
嗣
誕
生
祈
願
の
御
幸
と
見
る
説
も
あ
る
が
（
た
と
え
ば

　
竹
内
理
三
氏
『
日
本
の
歴
史
』
６
「
武
士
の
登
場
」
中
公
文
庫
・
一
九
七
三
）
、
そ

　
れ
を
裏
づ
け
る
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
『
百
練
抄
』
に
は

　
「
延
喜
五
年
之
例
也
」
と
あ
り
、
醍
醐
天
皇
に
譲
位
し
て
山
岳
霊
地
参
詣
を
好
ん
だ

　
宇
多
上
皇
に
倣
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

¢
角
田
文
衛
氏
『
待
賢
門
院
の
生
涯
』
第
五
章
「
三
院
御
幸
」
参
照
（
朝
日
新
聞

　
杜
・
一
九
八
五
年
発
行
）
。

＠
入
内
前
の
家
司
に
つ
い
て
は
注
¢
の
『
待
賢
門
院
の
生
涯
』
に
詳
し
い
。

　
　
「
古
事
談
の
説
話
採
集
の
契
機
に
つ
い
て
」
（
二
松
学
舎
大
学
『
人
文
論
叢
ｕ
号
』

　
昭
和
５
２
年
３
月
発
行
）
。
磯
氏
は
後
三
条
・
頼
通
・
彰
子
・
教
通
と
次
々
と
死
ん
で



　
ゆ
く
権
勢
者
の
記
事
に
不
審
を
抱
い
た
と
見
て
お
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
皆
か
な
り
の

　
高
齢
で
あ
っ
て
、
．
つ
の
世
代
交
代
を
表
す
の
で
あ
り
、
異
常
と
言
う
よ
り
新
し
い

　
時
代
の
幕
開
け
と
取
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
な
お
、
引
用
し
た
本
文
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
よ
る
が
、
三
行
目
の
「
中

　
宮
」
の
横
に
「
後
朱
雀
院
宮
御
所
陽
明
門
院
号
西
院
皇
后
宮
」
、
ま
た
九
行
目
の

　
「
大
嘗
会
」
の
「
横
に
「
関
白
大
二
不
供
奉
依
服
便
也
」
と
傍
注
が
あ
る
。
さ
ら
に

　
五
行
目
の
「
茂
子
」
に
つ
け
ら
れ
た
割
注
「
能
信
女
」
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
注
は
現

　
代
思
潮
杜
本
一
底
本
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
一
に
は
な
く
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
本

　
『
扶
桑
略
記
」
に
も
な
い
。
増
補
か
脱
落
か
、
に
わ
か
に
は
断
定
し
が
た
い
が
、
内

　
容
的
に
は
後
人
に
よ
る
書
き
込
み
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

＠
　
『
愚
管
抄
』
巻
四
に
よ
れ
ば
、
公
実
が
摂
政
の
地
位
を
望
ん
で
白
河
院
も
苦
慮
し
、

　
源
俊
明
の
意
見
を
容
れ
て
、
忠
実
を
任
じ
た
と
い
う
。
『
古
事
談
』
編
者
が
そ
こ
ま

　
で
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

０
『
古
事
談
』
二
・
１
２
に
よ
れ
ば
、
頼
通
と
教
通
の
問
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
約
束
で

　
は
、
関
白
の
地
位
を
教
通
か
ら
師
実
に
譲
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
師
実
に
譲
る

　
よ
う
に
と
の
頼
通
の
要
請
を
拒
否
し
た
教
通
は
死
を
目
前
に
、
白
河
天
皇
か
ら
信
長

　
に
任
ず
る
約
束
を
取
り
つ
け
た
。
し
か
し
父
顕
房
と
養
父
師
実
の
苦
渋
を
思
い
遣
る

　
中
宮
賢
子
の
嘆
き
と
訴
え
に
、
白
河
天
皇
は
即
座
に
師
実
を
関
白
に
任
じ
た
と
い
う
。

　
『
栄
華
物
語
』
第
三
十
九
巻
「
布
引
の
瀧
」
で
は
、
わ
が
子
信
長
に
譲
り
た
く
は
思

　
っ
た
が
、
頼
通
が
関
白
の
座
を
白
分
に
譲
っ
て
く
れ
た
恩
を
思
い
、
白
河
天
皇
の
意

　
志
も
師
実
に
あ
っ
た
か
ら
、
教
通
の
意
志
で
師
実
に
関
白
の
座
を
伝
え
た
と
す
る
。

＠
　
『
中
右
記
』
永
久
二
年
三
月
六
日
条
。

＠
　
『
栄
華
物
語
』
筆
二
十
九
巻
「
布
引
の
瀧
」
。

０
　
雅
定
が
笙
の
天
才
的
な
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
今
鏡
』
「
新
枕
」
に
も
触
れ
て

　
お
り
、
『
御
遊
抄
』
で
知
ら
れ
る
範
囲
で
は
、
雅
定
は
宮
中
の
御
遊
で
箪
を
四
十
七

　
度
、
家
保
は
五
度
担
当
し
て
い
る
。

＠
　
家
保
は
寛
治
八
年
一
一
〇
九
四
一
六
月
十
三
日
に
六
位
蔵
人
に
補
さ
れ
て
七
月
十

　
六
日
に
は
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
て
去
る
一
『
蔵
人
補
任
』
一
。
笛
に
堪
能
だ
っ
た
堀
河

　
天
皇
の
時
で
あ
る
こ
と
が
さ
ら
に
含
み
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

＠
　
『
今
鏡
』
「
武
蔵
野
の
草
」
雅
兼
の
項
。

○
　
注
＠
に
同
じ
。

＠
　
竹
鼻
績
氏
訳
注
『
今
鏡
』
「
雁
が
ね
」
二
二
八
「
優
し
き
殿
上
人
」
補
説
一
講
談

　
杜
学
術
文
庫
・
昭
和
５
９
年
一
、
渡
辺
晴
美
氏
「
五
節
と
源
雅
兼
　
　
　
『
今
鏡
』
藤
波

　
の
下
第
六
「
雁
が
ね
」
よ
り
　
　
」
一
お
茶
の
水
女
子
大
『
国
文
』
第
６
９
号
・
昭
和

　
６
３
年
一
参
照
。
こ
の
時
尋
問
に
当
た
っ
た
「
院
」
は
鳥
羽
院
の
可
能
性
も
あ
る
が
、

　
渡
辺
氏
や
山
内
益
二
郎
氏
一
「
鞠
足
の
公
卿
」
『
今
鏡
の
周
辺
』
和
泉
書
院
・
一
九
九

　
三
年
一
の
よ
う
に
白
河
院
と
取
る
の
が
穏
当
か
と
思
う
。

＠
　
『
中
右
記
目
録
』
天
治
元
年
十
一
月
十
六
日
条
。

＠
　
『
平
家
物
語
』
「
殿
上
の
闇
討
ち
」
に
よ
れ
ば
、
「
伊
勢
平
氏
は
す
が
め
な
り
け
り
」

　
と
、
烏
羽
院
の
愛
顧
を
被
っ
て
昇
殿
を
許
さ
れ
た
忠
盛
を
快
く
思
わ
な
い
殿
上
人
た

　
ち
が
、
五
節
の
淵
酔
で
意
地
悪
く
麟
し
た
と
い
う
。
も
と
も
と
闇
討
ち
の
予
定
だ
っ

　
た
の
を
、
忠
盛
が
闇
討
ち
に
対
抗
す
べ
く
勅
許
も
な
い
帯
剣
で
昇
殿
し
た
た
め
に
切

　
り
替
え
た
の
で
あ
る
。
蔵
人
頭
の
訴
え
で
忠
盛
は
鳥
羽
院
の
尋
問
に
合
っ
た
が
、
か

　
え
っ
て
用
意
の
よ
さ
に
院
の
覚
え
は
よ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
忠
盛
の
昇
殿

　
勅
許
は
長
承
元
年
一
二
三
二
一
、
こ
の
年
の
蔵
人
頭
は
源
師
俊
と
『
貫
首
秘
抄
』

　
に
登
場
し
た
藤
原
公
教
で
あ
る
。
記
録
の
上
で
確
認
は
で
き
な
い
た
め
、
事
実
だ
っ

　
た
か
、
あ
る
い
は
『
古
事
談
』
編
者
生
存
時
期
に
周
知
の
話
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
不

　
明
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
虚
構
で
あ
れ
著
名
の
話
と
し
て
流
布
し
て
い

　
た
な
ら
ば
、
五
節
の
被
害
者
と
い
う
点
で
忠
盛
と
雅
兼
に
は
共
通
項
が
あ
る
わ
け
で
、

　
そ
れ
が
一
・
８
０
か
ら
一
・
８
１
の
連
繋
の
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
そ
の
場
合
、
『
貫
首
秘
抄
』
の
公
教
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
蔵
人
頭
が
難
さ
れ
る
の
は

　
殿
上
人
た
ち
の
饗
応
で
あ
り
、
雅
兼
の
固
持
が
行
き
過
ぎ
を
誘
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

『
古
事
談
』

二
二



『
古
事
談
』

下
晶
の
者
と
し
て
卑
し
め
の
対
象
と
さ
れ
た
忠
盛
と
の
質
的
な
差
を
編
者
は
十
分
意

識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
『
永
昌
記
』
大
治
四
年
七
月
七
日
、
白
河
院
崩
御
に
際
す
る
藤
原
為
隆
の
白
河
院

評
。　
成
通
の
兄
伊
通
は
女
呈
子
を
関
白
忠
通
の
養
女
と
し
て
二
条
天
皇
の
中
宮
と
な
し
、

太
政
大
臣
に
昇
る
。
璋
子
の
兄
実
行
も
太
政
大
臣
に
至
っ
た
。
家
保
の
外
孫
で
あ
り

息
子
家
成
の
婿
た
る
藤
原
忠
雅
は
太
政
大
臣
に
上
り
、
忠
雅
の
祖
父
家
忠
の
弟
で
あ

る
経
実
の
女
は
後
白
河
院
女
御
と
な
っ
て
、
二
条
天
皇
の
母
と
な
る
。
ま
た
、
家
保

の
姪
で
あ
る
長
実
女
得
子
は
鳥
羽
院
の
寵
妃
と
な
り
近
衛
天
皇
を
産
ん
で
皇
后
と
な

っ
て
い
る
。

一
四
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